
政

令

別
表
四
百
九
号
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

四
百
十
四
号

伊
豆
市
月
ヶ
瀬
字
賤
戸
六
十
六
番

一
か
ら
同
市
大
平
字
畑
八
十
番
五

ま
で
（
同
市
月
ヶ
瀬
字
賤
戸
六
十

六
番
一
か
ら
同
市
青
羽
根
字
中
原

百
九
十
二
番
一
を
経
て
同
市
大
平

字
畑
八
十
番
五
ま
で
を
除
く
。）

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
六
日
か
ら
施

行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川

貴
盛

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

平成年月日 水曜日 第号官 報




医
道
審
議
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
八
号

医
道
審
議
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
医
療
法
及
び
医
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七
十
九
号
）
の
一
部
の
施
行
に

伴
い
、
及
び
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第

九
十
七
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政

令
を
制
定
す
る
。

医
道
審
議
会
令（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
の
表
医
師
分
科
会
の
項
中
「
第
十
六
条

の
二
第
三
項
、
第
十
六
条
の
八
第
二
項
及
び
第
十
六
条
の

九
第
二
項
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
五
項
、
第
十
六
条
の

三
第
二
項
、
第
十
六
条
の
十
第
二
項
及
び
第
十
六
条
の
十

一
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
三
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

◇
領
事
官
の
行
う
船
舶
法
等
の
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ

の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
政
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
一
二
号
）（
国
土
交
通
省
）

１

領
事
官
の
行
う
有
害
物
質
一
覧
表
確
認
証
書
の
有
効

期
間
を
延
長
す
る
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為

に
つ
い
て
の
審
査
請
求
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
て

す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実

施
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

◇
医
療
法
及
び
医
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部

の
施
行
に
伴
う
経
過
措
置
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
一

三
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
及
び
医
師
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）第
五
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
医
師
法
（
以
下「
新
医
師
法
」

と
い
う
。）第
一
六
条
の
二
第
三
項
第
四
号
の
厚
生
労
働

省
令
の
制
定
若
し
く
は
改
廃
の
立
案
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
、
又
は
新
医
師
法
第
一
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
研
修
医
の
定
員
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

改
正
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の

日
前
に
お
い
て
も
、
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
本
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
十
号

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関

す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
一

条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平

成
三
十
一
年
四
月
一
日
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

根
本

匠

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

川

貴
盛

環
境
大
臣

原
田

義
昭

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

（
許
可
の
申
請
者
等
の
使
用
人
）

第
一
条

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す

る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
十
条
第
二
項
第
三

号
（
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）並
び
に
第
四
項
第
二
号
リ
及
び
ル
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
法
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
二
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令
で
定
め
る
使

用
人
は
、
申
請
者
の
使
用
人
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の

代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一

本
店
又
は
支
店
（
商
人
以
外
の
者
に
あ
っ
て
は
、

主
た
る
事
務
所
又
は
従
た
る
事
務
所
）

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
継
続
的
に
業
務
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
有
す
る
場
所
で
、
特
定

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
に
係
る
契
約
を
締
結
す
る
権

限
を
有
す
る
者
を
置
く
も
の

２

法
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条

第
四
項
第
二
号
リ
及
び
ル
の
政
令
で
定
め
る
使
用
人

は
、
再
資
源
化
解
体
業
者
の
法
第
十
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
た
特
定
船
舶
再
資
源
化
解
体
施
設
に
係
る
再
資

源
化
解
体
の
業
務
に
係
る
法
の
規
定
に
よ
る
地
位
を
承

継
す
る
こ
と
と
な
る
者
の
使
用
人
で
、
前
項
各
号
に
掲

げ
る
も
の
の
代
表
者
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
九
号

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
道
路
法（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定

す
る
。

一
般
国
道
の
指
定
区
間
を
指
定
す
る
政
令
（
昭
和
三
十

三
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律

施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
十
一
号

船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る

法
律
施
行
令

内
閣
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関

す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
十
条
第

二
項
第
三
号
（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）並
び
に
第
四
項
第
二
号
ハ
、
リ
及
び
ル

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
二
条

第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）並
び
に
第
三
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
同
法
第
三
十
条
第
三
項
（
同
法
第
三
十
一
条
第
三
項
及

び
附
則
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律

第
十
一
号
）
第
二
十
五
条
の
四
十
八
第
一
項
及
び
第
二
十

五
条
の
五
十
八
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を

制
定
す
る
。
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